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 19541平Ad.rian邑Ma志τ⊥1ew6にぽじまる光駆動1鞠波の研究は、近年再ぴ注目されるよう1'こ
 なってきた。著者の教室でも青965年以来、各種の精神疾患について、光駆動脳波の分析が行われ
 てきたが、最近に至り対象被検者としてのいわゆる健康成人の研究の必要性に迫られるようになっ
 たnそ・こで著者は、教室の佐藤の創案したPhotoaaalySO巳raiU(PAGハ去によって」健康成
 人の光駆動脳波の研究を行った、,
 〔A〕実験方法
 (勺対象は医療関係職員お・よび某会社採用試験受験者よりなる男60画、女50例の計日0例
 で、年令は18～45才、平均2改6才))認農奴人である。
 (2)分析方法は、安静閉眼状態の被検者の前頭部むよび後頭翫」二り双極誘導法で導出した頭皮上
 脳波を、2素子5帯蝋型の濃1…μ型自助周波欲分析器を用1・、て、10秒毎の帯域別積分値を時間
 軸にそってプロットし、速読スペクトルグラフを作成した。これは安静時対象グラフである,,
 次にストロボスコープによる閃光刺激を、・雇1朔コ0秒封ずつ「il顎良状∫空しう毎受検二者に与えたが・閃
 光の湖期は俳よ1/50%まで漸次変化させ、昏々の刺激面には可吻ン間の休止期をむいた。、
 かくしでて得られた1送1皮応答も、安静時と1同様の方法で帯i或渉」に整理した。われわれはこの安静
 時と肉光華il激時の蓮華う旨スペクトルグラフを一括して、一PAGと呼んでいる。
 〔臼〕PAGの類型分類
 主として後頭部蝋涙にみられ石ゴ胡光刺激つ周波数と鑑てゆ比率で対応して出現するFUnda'一
 menもa工ResPon6e⊥(FR)のδより尾に至る、各帝威別の出現様式に」二って、穣々の,PAG・の
 パタ～ンが分類されている。各種、D精神疾患群に、1』・いて証来見出されてきたPAGパターンには、
 内因性不吉宇申ヲ唐にみられる一ε」、こ3、E、」一七y'p」とlf申差益症i書辞⊂みら才しるβi,β2,6',d～t;∫peな
 どがある。しかるに正常者のPムこ}類型の分窪貞にめたって、以上の出現様式1'こ加えて、FRの強さ
 (工n七ensi切「)がさらに考慮されねばならなくなつノヒ。かくし.て、一般にFRがなだらかな低
 い山型のカーブとして出現するN～七∫ρe.詐が、さらに帯域別の出現橡式の相違1(二よつて封5N2N1,
 flo一も」「peの4つに分類された。これに対して、逼一'亡ype以外のものを非N一七ype群として
 一イ'毒してみ・ると、この群1では一1段にF且が急蕨;二二、譲状に函現する霞直iを示した。
 〔Cl実験結果および検討
 (り類型の分布:大別するとN-tン'p自訴は60例、非N一葛ヅ'pe辞は50・凋で診るが、その男
 女別、ならびにPAG・各類型が1にみた手金分イ11に・お・レ、ては有意D漏り¢認めなレ㌔また男女別
 にみたPAG・蝋型分布で1.!1、1“一t∫i/eで1ゴ.男64易・父44夕ゐで、かなりの差が認めら孔た。
 一マ82一
 ま起倒純漏e群ではβ、弍んeは男に優勢に、P弍∫peは女lq優勢に出現していた.
 (2ナ2A⊂}類型と性格との関係:矢田部ギル朔一ド性格検査を実施したて05例について、PA
 Uセ検討してみ定。劃一七γロpe群では情緒安定積極塑と情緒安定消極型のプロフィールを示す
 者が多く、一万非⊥寸一七y'pe詳では情緒不安定積極魏の者が多数認められた。このことからN～
 七y'p∈群lt非N-ty'pe群より性格面にむいて情緒安定性と社会適応性の点で優れているこ
 とが明らかにされた。
 (5)PAG・類盈とroU'じirleE呂〔}所見との関係1通常脳1皮検査を実施した6・5例の脳波の判定
 所見は、正常45例、境界ゴ5例、異常5例で、これとPAαの関係ビみると、N一七∫pe撫
 には脳波の異常性を示すものはまれであるのに、非N一七yFpe群では半数以上に境界異常あ・る
 いは異常が認められた。
 (4)α～βUppre呂sionについて:安静閉眼状態にある被検者に感覚:刺激や精神作業1を負荷す
 ると,そ・の恰1α㌃皮の{斑徳1(α.一SUppre6s⊥on)が起るのが普:通であるカ㍉N一七ypeでは
 α一8艮ppressior土が生じ易く、非塾1-Gype詐では起りにくいことが詮忍められた。なお・こ
 “づα一suppre86ionとroUtirleE皿α所見と'の聞には有意の関係が認められた。次に
 h乙Ditu・a・tion(靭1!ゴt)現象と縄一8挽ppres6ionの2:現象の組合せにより4型{⊂分類し
 たが、N一応ノpe群では肉現象が同時に生ずるものが約半数乏r占めていた(S上{型,8h魏フ。
 一ノゴ夢ド封・一七y'peオi羊でむτ工i疸に両1現象とも生じない蟄う1(O型シカニ;約半数をr占めてレ・1こn
 (5)Hlgnerord-erhar皿orlic3とeU・Dn乱r熾or⊥iCs:1男光刺激の周1皮数((対し、F
 Rのほかにも2倍、5倍等の割合で脳波応答が附随する場合、これを∫且9nerord、ern-
 a,r岨Qnic8といい、マ/2桁、1/5倍等の痢合のLIll答が出現する場合奮6昆b工上&r且10n1師
 csと1(・)。前者は男では47%、女では78免に出現し、後者ll/!iン3に28殉女に26%の
 割合で出現を認めた。また前者は非N一七y'pe詐中のE,}㌔ご,Pの各ヒy'peに高頻度に
 出現し、上i一七∫Poま浮・では出現率が低ン外つた。Mユr上α」"一C集6t⊥Cl(二より病的現象とざれた
 5分の1以下ゾ)S艮Dn&慣noniCsはH,S,P-t7}ゆ1姦f乏弟3・っ認めらオしたω
 (6〕継時的PAUの親祭1前項までは』PAGの横断面徹O繍1持着果である∫!∫{・次1(1ケ月から2
 グ年にわたる縦断的観察を10例について行った。そ一ゆ苗塁、2A(}の固有のパターンとみな
 されるF且はかなり強い恒常性乞有しているが、反面θβ霜干城でのお駅の叩には身体的・梢神'
 的条件ぴ)変化でかなりの揃長セ示す場合のあることがわかった。
 以上の分析の結果から毬康成人における光駆動脳波応答のパターンを、FRの出現・様式と強さを
 基準にして類型佑か試みたが、N-type群は正常者の甲後評であり、非N一にンpe蒲は従米の梢
 神疾患にゴyける顛豊iヒに七って分鎖したのであるが、実虹贈着果でみるように・やはり種々の問題を
 含んでいることがわかつ定、〕
一
 一
5
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 審査結果の要旨
 男女の建扇或人目G例について脳波記録中κ閃光刺激を与え,誘発される応答電位の変動を
 分析し,その1,』三条を狽型分類して,各類型に関し種々の検討を加えた。
 分析方法は,閉眼状態の被検者の脳波を自動周波数分析器を用いてて0秒毎の帯域,別積分直の
 ブ・ットを安静時と,コ～50σ/Sの閃光刺激時との両状態について行い・連続スペクトルグ
 ラフを作製する。この独白O方法をPhotoal/a■ySOgram(FAG)と呼ふ。
 PAσのパターンを閃光刺激の同波数に対し1:1の比率で対応して出現する基本同調反応
 (FR)D帯域別出現様式と強さによって,1祐アpe群(N3一,N2一,}㍉一,N5typ9)と非
 N-type群(C一,β2』,β1},θ一重E一・H、S㍉P一℃y1)e)`⊃言す12タイプに類型分類し,
 以下の結果をえた。
 α)矢田部ギル7オート世俗検査との関連からみて・N-ty'pe群は愉者安定詮と社会適応性
 の点で優れて面外非N一七ype群は社会不適応性,衝動性,情緒不安走性等の問題点を含んで
 いるG
 {2)PAα各類型と通常脳波所見の異常性との1矧系を検討した結果・N一七アpe群に異常を示
 すものは極めて少く・非}」一七7pe群には高い比率で異常を示した。
 (3)PAαとα一8Uppre鵡10n現象の関係をみると,N一七ype群では本現象が生じや
 すぐ,非N-type群では起りにくい傾向力認められた。また本現象と通常脳波所見との関係では,
 本現象が生じやずい対象鯛では脳波上爽常所見を示すものが少く・逆に本現象が生じない例では
 異常所見を呈するものが多いことが認められたDさらにα一suppressiOn現象に附随吐.て,
 habi七Ua七iOn(馴れ)現象を示すものがあったが,N一七ype群ではこの短現象とも生ずる
 例か約半数あ外逆に非1丁一七7pe詳ては両現象の生じない例が約半数を占めていた。
 (の基本同調反応(FR)以外にhlgherorderhar皿onicε(高次同調成分)とsu-
 bharmGnic8(低次同調成分)が全・例の64%に繊現した。これらのharmonic8の出現
 率は}1一七ype群が最も少く47%で,C,β2,β1,θ一七ype群では71%,FRが急峻に出
 現するE,H,S,P一'じy'P9群で1ま89%と高率でめった。Mand・y-Castユeに:3:り病的
 現象とみ左されていろ1/3倍以下のsubharmOi豆OSは馬S・Pの替芯ypeに2～5例
 ずつ認められた。
 (5)1ケ月から2年にわたるPA〔}の経時的観察を行った10・飼については,PAGのパター
 ンの本質的な要素は個宿性と恒常性の点で一走の傾向を示すことが諌められたが・反面θ,β2
 帯i或(DFRにはかな,の消長力署名められた。
 以上の近裸オ・らN一七ype春季(60官誓)は正常者の中/l亥1津と考えら≦L,一方…準N-type群
 (5G例)はいわゆる正常対象例といえど覇1.峠:{ヒ衙で問題点を含んでいることを明らかにした
 ものである。
 したがって本論文は学位を授与する1蟹直するものと認ゆる。
』
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